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グローバル人材として活躍できるよう、コミュニケーション能力の育成を目指し、地域を含めた日本各地、また世界各
国の社会人や高校生など、自分たちとは違う立場や環境にある人々との交流や、自分の研究について討議することで、
多角的視点からの考察に基づく課題発表を実践する。

教育の概要

目的：変化する社会の課題に対応し、自己有用感を持ち社会貢献できる人材を育成する

令和４年度・令和５年度 （総合的な探究の時間）

「世紀の空」開講に向けた研究･コンソーシアムの構築
学際領域学科（仮称）開設

学校設定科目「世紀の空」開講
（３年間３単位）

関係機関との連携・共同体制
コンソーシアムの構築

橋本高校

世紀の空推進委員会
事務局

（コーディネーター配置）

運営指導委員会

和歌山大学

専門機関

橋本市役所
株式会社 ＪＴＢ

地域等

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
日越関西友好協会

国際協力機構（JICA）

国際機関

タイム
スケジュール

「世紀の空」の概要
○総合的な探究の時間・各教科との連携
○他府県の高校生や国内外で活躍する社会人との討議
○海外の高校生に和歌山の世界遺産や産業を英語で発信
○「ＳＤＧｓ」をテーマとして課題設定し企業や大学と討議
〇地域→他地域→社会全体・世界全体と段階的に範囲を広げ、
課題発見力を高める

多様な価値観との出会い、研究の深化、発表能力の向上
複合的視点で課題解決の方法を模索・発信

「間関係形成
・社会形成能力

他者の考えや立場を理解するとともに，自身の状況を受け止
め，役割を果たしつつ他者と協力・協働する力

自己理解
・自己管理能力

自己と社会との相互関係を保ちつつ，主体的に行動すると同
時に，自らの思考や感情を律し，かつ，今後の成長のために
進んで学ぼうとする力

課題対応能力
様々な課題を発見・分析し、複合的視点から解決することが
できる力

育む力 各力の概要





グローバルに活躍できるよう、コミュニケーション能力の育
成を目指し、地域を含めた日本各地、また世界各国の社会人
や高校生など、自分たちとは違う立場や環境にある人々との
交流や、自分の研究について討議することで、多角的視点か
らの考察に基づく課題発表を実践する。

教育の概要

人間関係形成
社会形成能力

他者の考えや立場を理解するとともに，自身の状況を受
け止め，役割を果たしつつ他者と協力・協働する力

自己理解
 自己管理能力

自己と社会との相互関係を保ちつつ，主体的に行動すると同時に，
自らの思考や感情を律し，かつ，今後の成長のために進んで学ぼう
とする力

課題対応能力
様々な課題を発見・分析し、複合的視点から解決することができる
力

育む力 各力の概要





学校設定科目「世紀の空」の概要

○総合的な探究の時間・各教科との連携
○他府県の高校生や国内外で活躍する社会人との討議
○海外に和歌山の世界遺産や産業を英語で発信
○「ＳＤＧｓ」をテーマとした学びを企業や大学と連携

●自らの住む地域社会→他の地域社会→世界全体と段階的
に範囲を広げ、視野を広げるとともに課題発見力を高める
●多様な価値観との出会い、研究の深化、発表能力の向上
●複合的視点で課題解決の方法を模索・発信





関係機関との連携・共同体制・コンソーシアムの構築

橋本高校

世紀の空推進委員会
事務局

（コーディネーター配置）

運営指導委員会

和歌山大学
京都芸術大学
高野山大学
大阪観光大学

専門機関

橋本市役所
株式会社 ＪＴＢ
株式会社 スマイリー

アース

地域等

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター
日越関西友好協会

国際協力機構（JICA）

国際機関



令
和
四
年
度
年
間
活
動

活動
時期

令和４年度活動実績
１学年 ２学年

１０月

・世界遺産事前事後学習
・世界遺産訪問
・県人会との国際交流・講演
・大阪観光大学留学生交流

・人権教育講演会
・平和学習講演会
・企業訪問
・プレゼンテーション講演会

１月

・橋本市役所への提案

          クラス内発表
・テーマ別発表の振り返り

・ＳＤＧｓ探究ＡＷＡＲＤＳ応募
・ＳＤＧｓ クラス内発表
・ＳＤＧｓ 探究活動の振り返り

２月

・橋本市役所への提案
学年内発表 ・ＳＤＧｓクラス討議

３月

・橋本市役所への提案
校内発表

・橋本市役所への提案

   市長プレゼンテーション
・橋本市役所への提案

          海外発信作成

・ＳＤＧｓ 校内発表
・国内高校生（北海道）との

             オンライン討論
・海外高校生（オーストラリア・台
湾）とのオンライン討論



歴史
世界遺産
観光案内
資料読み取り

１年 世界遺産学習事前冊子



１年 世界遺産実地学習（高野山）



１年 世界遺産学習当日・事後冊子

高野山大学講演
ガイドによる実地研修
仏道体験
史跡探索
地域住民へのインタビュー
散策の注意点



２年 SDGｓ企業研修



２年 SDGｓ企業訪問事後の感想

自分たちの考えていた課題に対して、一つの方法で
考えるのではなく、多面的に物事を見られるように
意識してやっていきたいと思いました。

日本の昔の循環システムにも目も向ける必要がある
と知った。自分たちの行動が、全体にとっての第一
歩になると意識することも大切だ。

課題に取り組むとき、ただ解決方法を考えるだけで
なく、それに関わる人々やものとのつながりも意識
して考えたいと思いました。



１，２年 交流

釧路湖陵高校

大阪観光大学留学生

県人会・台湾

オーストラリア



令和６年度入学生カリキュラム内容 概念図

教科の働きかけ 世紀の空 総合的な探究の時間

1

年

世界遺産学習
プレゼンテーション講演
海外交流
国内の高校生との交流

地域課題研究

2

年

ディベート
プレゼンテーション講演
大学・企業訪問研修
海外交流
国内の高校生との交流

ＳＤＧｓ課題研究
（３年次で改善）

（

3

年

小論文
グループディスカッション

ＳＤＧｓ課題追究
ＳＤＧｓ卒業論文

先進的な学びの体験・社会全体の課題発見・解決に向けての実践力

論理的に伝える力・社会における課題をふまえ、自分自身の役割を熟考し、行動する力

基本的スキルの習得・自身の周囲における課題発見・広い視野の習得



今後の課題

各学年において、該当年度の単発的な取り組みとして終わる傾向があ
る。各取り組みについて、事前事後学習の内容をさらに充実させ、他
の活動と関連付け、継続したものとする働きかけが必要である。

外部機関との連携をさらに強化し、現状は、教員側が設定した場にお
いて、生徒が行動するといった受動的なものとなっているが、生徒が
自ら社会や地域に働きかけ、能動的に発信する場を設定する。

前年度は、カリキュラム上、この事業を総合的な探究の時間内で行わ
ざるをえなかった。今後は、学校設定科目として各学年１単位設定す
ることを見通した上で、総合的な探究の時間および各教科と相互に関
連付けたカリキュラム・マネジメントの充実をはかる。

留学生や国内外の高校生との意見交流、討議をさらに促進する。
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